
アメリカ土壌科学会における近年の研究動向

登尾浩助 1

Recent research trends in Soil Science Society of America
Kosuke NOBORIO1

1. はじめに

我が国では，近年の食の安全 ·安心や地球温暖化への
関心などから，農業や地球環境に関する意識の高まりを
これまで以上にしばしば見聞するようになった．更に，
国連気候変動サミットでは，2009 年 9 月 23 日に鳩山
首相が日本国は 2020 年までに 1990 年比 25 % の CO2

排出量削減を世界に向けて公約し，国連事務総長を始め
各国元首から高い評価を受けた．農業や地球環境と言え
ばもちろん土壌物理学の出番である．近年の太平洋の向
こう側の状況を知る事も，今後我が国の土壌物理学者の
研究方向を見定める上で参考になるのではないかと考え
る．土壌物理学会会員の中には，SSSA（アメリカ土壌科
学会）会員も多数存在すると思われるが，SSSA の組織
について若干紹介する．SSSAは，11部門に分かれてお
り，それぞれの部会では部会長と秘書が選挙によって選
ばれる．現在の部門一覧を Table 1に示す．S-10と S-11
は，近年になって新たに追加された部門である．2008年
1月から SSSAが発行する SSSAJ（アメリカ土壌科学会
誌）の S-1（土壌物理）部門の associate editorを務めて
いる関係上，SSSAの様子を少し知る機会があったので，
その状況を報告する．

2. 方法

SSSAJ 編集委員会の概要と S-1 メーリングリストや
S-1編集者宛に最近届いた議論の内容を報告し，2008年
10 月にテキサス州ヒューストン市で開催された SSSA
（アメリカ土壌科学会）大会に参加した際に何度も耳に
した critical zone，biochar，carbon sequestration に関す
る情報をまとめて報告する．

3. 結果

SSSAJ 編集委員会は，editor-in-chief が 1 名，editor
が 1名，technical editorsが 7名，associate editorsが 64
名から構成されている．Table 1 に示した部門総数より
technical editorの数が少ないのは，一人の technical editor
が複数の小さな部門を担当しているせいである．
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technical editor一人に対して，複数の associate editorsが
働いている．associate editor の仕事は，technical editor
によって担当を命じられた投稿原稿に対して適切な査読
者を見つけて査読をお願いし，査読結果を勘案して投稿
原稿の accept（採択）の最終決定をする．associate editor
には，release（不採択）の最終決定の権限は無く，technical
editorに対して提案をするが，最終決定は technical editor
が行う．S-1部門は，SSSAJの中でも最大規模を誇る部
門（論文掲載数と投稿数が最大という意味）の一つなの
で，当然一人の technical editorが S-1部門のみを担当し
ており，15人の associate editorsが彼の元で働いている．
このような大所帯の S-1編集者グループについ最近届
いた公開質問状では，「近年の SSSAJに掲載される論文
が，編集者の好みによって測定方法に関する内容に偏重
しすぎているので，現実の農業等に使えない，学際的で
ない，役立たずの論文が多い．編集者は気をつけるべき
である．S-1 分野は，関連のない分野との間に境界を設
けてお高く留まっている．」と述べられていた．それに
対して，S-1部門の technical editorであるウィルソン博
士は，過去に遡って掲載論文の分野にそれほどの変化は
ないが，確かに技法 · 測定法に関する論文が 50 % 程度
を占めている事に対する憂慮を返答した（Fig. 1（A））．
図を見ると，ここ 10年ばかりは技法 ·測定法に関する論
文の割合が多い事が分かる．

この現象には，少なからず理由があると考えられる．
その一つに，1980年にカナダ農業 ·食糧省の土壌物理学
者であった Topp et al.（1980）によって発表された TDR
法の改良 ·適用等に関する論文が相次いで発表されたこ

Table 1 アメリカ土壌科学会の専門分野別部門.

部門 専門分野

Division S-1 Soil Physics
Division S-2 Soil Chemistry
Division S-3 Soil Biology & Biochemistry
Division S-4 Soil Fertility & Plant Nutrition
Division S-5 Pedology
Division S-6 Soil & Water Management & Conservation
Division S-7 Forest, Range & Wildland Soils
Division S-8 Nutrient Management & Soil & Plant Analysis
Division S-9 Soil Mineralogy
Division S-10 Wetland Soils
Division S-11 Soils & Environmental Quality
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Fig. 1 (A)SSSAJ の S-1部門と (B) 土壌の物理性に掲載された論文の種類の変遷．

とによると考えられる．TDR 法の土壌物理分野への応
用は，土壌物理学の研究手法を根底から変えたと言って
も過言ではないほどに衝撃的あった．二つ目に，1991年
にワシントン州立大学の Campbell らによって開発され
（Campbell et al., 1991），その後オーストラリア CSIRO
の Bristowらによって改良された（Bristow et al., 1994）
DPHP 法の適用等に関する論文や 1988 年にオーストラ
リア CSIROの Perroux and White（1988）によって開発
された disc permeameterに関連する論文も多数発表され
た．これらの論文と関連する論文のほとんどは，技法 ·
測定法に分類される．参考までに，土壌の物理性誌上に
掲載された論文の分類を同様に行った結果を Fig. 1（B）
に示した．幸い（？）な事に，我が国では土壌の物理性
創刊直後から現代に至るまで，過程（process）に関する
論文が主流である事が分かる．ちなみに，S-1 部門担当
の technical editorであるウィルソン博士は，過程と技法
に関する掲載論文数の割合を 3：1 に戻すべきだと主張
している．

本学会第 51 回シンポジウムのテーマである「地球表
層プロセスにおける土壌物理学の役割」で取り上げられ
ている「地球表層」が，近年アメリカ土壌科学会（SSSA）
S-1（土壌物理部門）の話題でもある．特に 2008年テキ
サス州ヒューストンで開催された SSSA大会では，GSA
（アメリカ地学会）との共同開催であったせいか，「critical
zone（限界領域）」と「bio-char（生物炭）」いう用語が目
を引いた．つい最近も S-1 メーリングリストで “critical
zone”という用語に対して熱い議論がなされた．“critical
zone”の日本語訳については，本号の「第 51回土壌物理
学会シンポジウム総合討論」に詳しいので，そちらを参
照されたい．

SSSAJ 誌上において初めて “critical zone”という言葉
が登場したのは，2005 年 7 – 8 月号の編集者への手紙
としてペンシルベニア州立大学の Lin（2005）による
“From the earth’s critical zone to Mars exploration: Can
soil science enter its golden age?”と題した寄稿であると
思われる．この寄稿の中では，地球の限界領域の概念は，
2001年にアメリカ国家研究会議（NRC）によって「地球
表層および表層付近における土壌 · 水 · 空気 · 岩石 · 生

物資源を含む統合的な研究」の大枠として紹介されたこ
とが述べられている（Fig. 2）．そして彼は，土壌は限界
領域において必要不可欠であるので，可能性を持った集
団としての土壌科学者は，一致して土壌科学の黄金の時
代への道を均して行く必要があると結んでいる．土壌学
者（pedologist）の Linも土壌科学分野の一致を強調して
いるように，S-1 分野のみがお高く留っている訳ではな
く，アメリカ土壌科学会全体（Table 1）が一致を欠いて
いる現状があると思われる．我が国おける土壌科学分野
は，アメリカに比べると絶望的に一致を欠いており，そ
れぞれの分野がそれぞれの学会を形成している現状であ
る．この状況を打破しようと，当時三重大学にいた溝口
によって 1995年に非公認の日本土壌科学会（SSSJ）が
インターネット上に立ち上げられ，SSSAに参加経験の
ある若手（当時）研究者の賛同を得て「土壌」に関する
科学的な議論が展開されたことがあったが，15年後の現
在，一致した土壌科学会への道は依然遥かに遠いように
思われる．誠に残念の極みである。

次に，S-1編集者メーリングリストでの “critical zone”
に対する議論を紹介する．土壌科学では，昔から “re-
golith”とう用語を使ってきており，意味が重複するよう
な新用語は必要ないという意見があった．一方，連成作
用を含む新しい概念を表す用語として必要という意見

Fig. 2 限界領域の概要（Anderson et al.，2004）．



シンポジウム特集　資料：アメリカ土壌科学会における近年の研究動向 61

Fig. 3 限界領域と関連分野の関係（Wilding and Lin，2006）．

に分かれた．最終的に誰かが，pedology の大御所であ
る Lary Wildingと Linが発表した 2006年の論文を紹介
したことがきっかけで，“critical zone”を認知する方向に
動き始めた．恐らく S-1部門でも，“critical zone”という
用語が躊躇なく使われる日が来るのは，そう遠くないと
思われる．Wilding and Lin（2006）が繰り返し強調する
のは，Fig. 3 に示すように従来の土壌科学が扱ってき
た分野を包括したより広い分野を表す新しい概念である
“critical zone”に関わる研究において，soil science分野が
一致して主導権を取る絶好の機会だということである．
研究の主導権を握ると，土壌科学の進展に寄与するばか
りでなく，社会の認知度が高まることにより，外部研究
費の獲得が容易になることが挙げられている．

最後に，biochar（生物炭）に関する SSSAおよびその
他の学会での関心の高まりについて報告する．2008 年
10月にヒューストンで開催された SSSA-GSA合同大会
では，“Black Carbon in Soils and Sediments: Formation，
Stabilization，Abundance，and Environmental Function”
と題した 3 日間にわたるシンポジウムが持たれ，9 カ
国から 40 課題の報告がなされたそうである．2009 年
7 – 8 月号 の SSSAJ では，biochar が表紙を飾った．
Biochar が注目を集めるようになったきっかけは，恐ら
く Marris が 2006 年に Nature 誌上で，7 千年前の生物
炭を含んでいるアマゾンの黒い土 “terra preta”を肥沃な
土壌としてだけでなく，炭素貯留法として初めて意識
した Sombroekの業績を取り上げたことによると思われ
る．我が国では，古くからもみ殻くん炭を使った土壌改
良が報告されている（例えば，山田ら，1992）．しかし，
Marris（2006）の報告以前では，日本ばかりでなく世界中
の科学者は，生物炭を炭素貯留法として捉えていた訳で

はなかった．2009年 12月に開催された AGU（アメリカ
地球物理連合）秋期大会では，“Soil Organic Matter and
Carbon Sequestration: From Models to Mechanisms”と題
したセッションが持たれ，生物炭そのものではないが土
壌有機物と炭素貯留に注目が集まっている様子がうか
がえる．そして，ついに世界的な超大物学術団体である
アメリカ化学会が，2010年大会において “Black Carbon
as Geosorbent and Beyond: Contaminant Sorption，Soil
Fertilization，and Carbon-Negative Strategy”と題したシ
ンポジウムの開催を予定している．この大会では，bio-
charに限定しないで，汚染物質吸着剤，肥料，炭素吸収
戦略としての黒色炭素（black carbon）を広く対象として
いる．さらに，オーストラリアの CSRIO では，Sohi et
al.（2009）が生物炭，気候変動，および土壌に関するレ
ビューを発表している．このように，黒色炭素，生物炭，
有機物を使った土壌炭素貯留に関する研究が，世界規模
で起こっているのが現状である．

我が国の土壌科学者の益々の活躍と更なる奮起を大い
に祈念して，アメリカ土壌科学会における最近の研究動
向の報告を終えることにする．
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要 旨

最近 SSSA（アメリカ土壌科学会）の S-1（土壌物理）部門のメーリングリスでの議論を手始めに，太平
洋の向こう側の土壌物理学の状況を報告する．
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